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( 1 1 )  
その
直後に
つづく
「太
史公之伝日」
云は々
、
明らか
に太史公
自序か
らの
引用
であり
、
ゆえに
「太史公伝
」
も太史公
自序
の
みを指す呼
称である可
能性も
ある
。
今後
者をも
って
『史記』
全体を指
すとする
のは
、
戸川氏
の説
によ
った
（戸川芳郎
「史
記の
名称ー偶
談の
余
(2)
」、
『漢文教室』
一0
六
、一
九
七三、
二四
ーニ五頁
）。
(13)
『漠書』
揚憚伝、
『論衡』
道虚篇
、
また
『風俗通』
にも
散見
する。
前注所掲戸川論文、
二三
ーニ
四頁を参照
。
(14)
同上、
二五
頁。
(15)
毛伝は契を高
辛氏と簡
秋
の子
、
后稜を高辛氏と姜嫁
の子と
する。
ちな
みに
鄭箋は
それと異なり
感生帝
説を取る。
(16)
「張夫子
」
が
『漢書』
儒林玉式伝
に猪
少孫
の兄
弟子と
してそ
の名の見え
る張
長
安である
ことは
、
『史記会注考証』
に指
摘が
ある
。
同伝に
「由是魯詩有張
・唐・
堵氏之学
」
とあ
る張氏と
猪氏は
この
二人
のことで
ある
。
(17)
『史記』
三代
世表
「於是以五帝繋諜
・尚
書集世、
紀黄帝以来
屹共和為世表
」、
索隠
「案大
戴礼有五帝徳
及帝繋篇、
蓋太史公
取此
二
篇之諜及
尚書、
集而紀黄
帝以来為系表也
」。
なお
、
『史
記』
殷本
紀および周
本紀
はか
えって
「無
父而生」
の立場を取る。
(18)
ただし
、
「諸」
字を
「之於」
の意とする
解釈も
また可
能であ
ろう
。
(19)
索隠は
「非
正経
、
即史伝雑説之書」
とする
。
滑稽列伝補論
の下
文にも
「武帝時、
斉人有東方生
名朔、
以好古伝書、
愛経
術、
多所博観外家之
語」
と、
類似
の表
現が
見える
。
なお
、
注
(9)
所掲拙稿
を参照
。
(20)
戸川注
(12)
所掲論文、
ニニ頁
。
(21)
『漢書』
劉款伝
の上文
では
「欲建立
左氏
春秋及毛詩
・逸
礼・
古文尚書皆列
於学官」
と『
毛詩』
をも加
えてい
るが、
「移書譲
太常博士」
の文
中では
『詩』
につ
いて
も論
じられ
ているもの
の『
毛詩』
への
言及は
ない
。
(22)
『漠書』
芸文志各略
の総序や各類
の小序は
『七略』
輯略
に由
来すると考
えられる
。
眺振宗
「七略侠文」
（『
師石
山房叢書』
、
開明書店、
一九
三六
、
所収）
序を参照
。
(23)
『漠書』
儒林
伝には
、
張蒼
・
買誼以下、
漠初以来
『春
秋左氏
伝』
を伝え
た者
の名を挙
げている
が、
ここでの
劉欽
の認
識と
は一
致しな
い。
(24)
た
とえ
ば戸
川氏は後
者に認
められる
「事」
の強調に注意を
促し
ている
（注
(1)
所掲論文、
二六
ーニ七頁
）。
この
点に
つ
いて
は次節に取り上げる。
(25)
『春秋公羊伝注疏』
何休序
「伝春秋者不
一」
旬下の徐
彦疏に
引く。
戴宏に
つい
ては、
『後漢書』
呉祐伝、
およびそ
の李賢注
に引く
『済北先賢伝』
に、
零細なが
ら言及が
ある
。
字は
元襄、
済北郡剛県
の人で
、
儒宗
とし
て東
方に名を馳せ、
官は
酒泉太
守に至
った
と
いう
。
順帝
・桓
帝の頃
(―
二六
ー一
六七）
の人
であろう
。
なお
、
その
著
『懐疑論』
について
は、
吉川幸次郎
「戴宏懐疑論考」
（『
東方学報
京都』
二、
一九
三一、
『吉川幸次
郎全集』
六、
筑摩書房、
一九
六八、
所収）
に輯
侠と考
証が
ある
。
(26)
文字
の誤
脱
があると思われる
。
吉川上掲論文は
「其」
を
( 12) 
「共」
に作
り、
唐晏
『両漢三
国学案』
は「
其」
を
「与」
に作る。
(27)
『漢書』
劉款伝
に
「款以為左
丘明
好悪与聖人同
、
親見夫子
、
而公羊穀梁
在七
十
子後、
伝聞之与親見之、
其詳略不同
」
とい
うのによれ
ば、
単に
「末師」
とは
七十子よ
り後、
「口
説」
とは
再伝三
伝を経た
という
程度
の認
識であ
っ
たかもしれない
。
(28)
『公羊伝』
何序
「恨先師観聴不決」
徐疏に
「此先師、
戴宏等
也」
という
。
(29)
孔子説経説
話に
つい
ては
、
岩本憲司
「春秋
学に
おける
「孔子説経
」
説話に
ついて
」
（『
東方学』
六五、
一
九八三）
を
参
照
。
(30)
徐疏
に
「演孔図文也。
…当爾之時
、
書契紀綱尽皆
散乱、
唯
有孔
子春秋、
口相
伝者、
独存而不絶」
という
。
(31)
上引
のごとく
『史記』
十二
諸侯年表
序に
も左丘明
が孔子
の
見た
「史記」
によ
って
『左
氏春秋』
を作
っ
たとある
が、
孔子
とともに
「史記」
を見た
と
はい
っ
ていない
。
なお
、
前漢期
の
『厳氏春秋』
侠文
に観周篇を
引い
て
「孔子将脩春秋、
与左丘明
乗如周、
観書於
周史、
帰而脩春秋之経
、
丘明
為之伝
、
共為表
裏」
という
（『
春秋左
氏伝正義
』
杜預序
「左丘
明受経於仲尼」
正義に引
く沈文阿
の説に見え
る）
。
(32)
この
「史記」
はむろ
ん司
馬遷
の
『史記』
とは
別物
である
。
しかし
第
一
節に見た
ように
、
『太史公書』
もまた
「伝記」
と呼
ばれていたこ
とは
、
単なる偶
然ではあるまい
。
『太史公書』
の
もつ
事実
の記
録
という
一
面のために
、
「伝記」
の称が
よ
り符合
する
と考え
ら
れた
の
ではないか
。
(33)
戸川注
(1)
所掲論文、
およ
び岩本憲司
「義
から
事ヘ
ー
『左
史伝』
の出
現」
（渡退義浩編
『両
漢における
詩と三伝
』、
汲古
沓院、
二0
0七）
。
(
34
)岩
本氏
の表現を借りた。
同氏上
掲論文
を参照
。
(35)
『漢書』
劉款
伝には
『左
氏伝』
に対す
る劉氏父子
の態
度に
つ
いて
、
「父子倶
好古」
とし
ながらも
、
「欽数以難向、
向不能非
間也、
然猶自持穀梁義」
と、
劉向が穀梁家
の立場を守
ったこ
とを伝える
。
とす
れば、
劉向
の左氏
へ
の愛好は、
せいぜい二
次的
なもの
にとど
まり
、
劉欽
の過
激さ
とは
一
線を画
したと思
われる
。
(36)
注
(2)
所掲拙稿、
三0
三ー
二
頁を参照
。
(37)
戸川注
(1)
所掲論文、
二七頁
。
( 38
)『
新序』
は公
羊寄り、
『説苑』
は穀
梁寄り
とされる
。
池田秀
――-
「劉向
の学問と
思想」
（『
東方学報
京都』
五0
、
一九
七八
）、
野間文史
「劉向春秋説孜」
（『
哲学』
三一、
広島哲学会、
一九
七九
）、
北村良和
「劉向史学管見」
（『
東方学』
六二、
一九
八一）
等を参照
。
(39)
ただし
、
そうであれば
『戦国策』
と同
様、
『新序』
『説苑』
も春秋
家に編入さ
れてよさそ
うなも
のだ
が、
『漢書』
芸文志
で
は諸子
略儒家
に
「劉向所
序六十七篇
」
の一
部と
し
て著
録され
ている
。
こ
の問題に
ついて
は
今後
の検討を侯ち
たい
。
(40)
『論衡』
書解篇。
なお、
著述
家た
る
「文儒」
を代表す
る人物
のうちには司
馬遷や劉
向
が含ま
れる
。
（千葉大学）
( 13) 
